
飯野貞夫元理事夫

妻が移住先のパラグ

アイから2月末に一

時帰国しました。今回、飯野理

事にパラグアイでの様子を聞い

たものをまとめました。

パンタナールは環境保護の最

前線です。昨年の12月初め、何

と2千羽を超えるトゥユユ、シラ

サギ、紅へらさぎ、しぎ、川ウ

など、親子連れも多く、沢山の

種類の大型の鳥たちが支流奥100

ヘクタール農場の手前の池に大

集合しています。こんな沢山の

大型鳥たちの群れは見たことが

あ り ま

せ ん 。

正 に 壮

観 の 一

語です。

支 流 の

水 が ど

ん ど ん

干上がっ

て 遂 に

歩けるようになって、支流がせ

き止められた池に集結したので

しょう。

これも豊かな自然に恵まれた

餌の魚がいればこその集まりで

す。

この十年間で今回のような出

会いができ、撮影ができたのは

初めてのことです。鳥たちは10

日間ほど毎日観察することがで

きました。

植樹活動は、

自然環境保護と、

砂漠化を防ぐう

えで地球再生の

柱です。

植樹活動をし

ながら、最近の

問題は成長途上

の木に、蔓草の

被害が大きく、

大変です。木を

傷めないために

も、手作業で蔓草をとっていま

す。右の写真は蔓草の害です。

数日目を離してい

ると、たちまち蔓

草に襲撃され、覆

い尽くされがんじ

がらめに縛られて、

炭酸同化作用が出

来ず、窒息するよ

うになって枯れて

しまいます。この

木は栄養不足もあ

り、木が子孫を残す最後の試み

として自分が倒れる前に必死に

実を成らせましたが、強烈な蔓

草の海に囲まれて逃げて行くこ

ともできず、その波をまともに

かぶってしまいました。かろう

じて救出しました。しかし蔓草

の害は大きいです。

今は雨期、あらゆる雑草がす

さまじい勢いで伸びて、他を押

しのけ、制圧して行こうとしま

す。

動植物には、絶滅危惧種も多

く生息するのがここ、パンタナー

ルです。アメリカライオン、ティ

グレ（ジャガー）、バ

ク、大アリクイ、小ア

リクイ、手のり鹿、イ

グアナ、今や日本でも

人気のあるカピバラと

自然が目の前に広がっ

ています。その反面、

牛がティグレに食べら

れたり、自然がともに

あるが故の厳しい現実

もあります。

植樹の

管理を現

地労働者

とともに

行ってい

る、飯野

理事は、

1 万 本 以

上になる

ニームを

はじめと

した木の

管理と、

常時5000

本を越え

る各種の苗木と、広大な植樹園

の管理は気の休まる暇がありま

せん。また、飯野絢子夫人も、

農園で採れた新鮮野菜を調理。

美味しく皆に食べてもらおうと

頑張っています。現地スタッフ

や労働者の母となって、牧場の

衛生・健康管理、清掃管理、食

事の世話まで大忙しです。
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環境保護
最前線

ト
ゥ
ユ
ユ
は
大
魚
も
ひ
と
飲
み
に

1000羽以上の大型鳥類が飛来したレダ

つる草との闘い 日常活動


